
ダイソングローバルヘア調査
世界中の人の髪のタイプ、ヘアスタイリング行動、

髪の健康に関する認識への理解を深めるために実施

実施期間 ： 2021年11月29日～2021年12月21日

実施方法 ： 21分間のオンラインインタビューにて実施。1マーケットあたり1,000人、合計23,000人のインタビュー。

対象地域 ： アメリカ、カナダ、イギリス、アイルランド、フランス、イタリア、スペイン、ドイツ、スイス、オーストリア、スウェーデン、ロシア、トルコ、

オーストラリア、中国本土、香港、台湾、日本、韓国、シンガポール、マレーシア、タイ、ベトナムの23マーケット。



ダイソンはコルテックスからキューティクル、そして根元から毛先まで、髪にこだわっています

なぜ私たちは髪を研究するのか

私たちは10年以上にわたって髪の科学を研究し、世界の毛髪研究所に

1億ポンド(約１５１億円*）以上を投資し、何千人ものエンジニア、髪の科

学者、プロのスタイリストを雇用して、世界中の髪のプロファイルに関

する新しい知見を蓄積してきています。この研究を通じて、切れ毛やツ

ヤの低下など、髪の悩みを解決する新しいエンジニアリングソリュー

ションを生み出しています。(*１ポンド＝１５１円換算)

この研究を通して、私たちは過度な熱が髪を痛めるということを認識し

ています。損傷した髪は弱く、健康な髪よりも早く水を吸収するため、

縮れてしまいます。また、私たちはなめらかに光沢のある髪にする要

素についても理解しています。

この研究と髪への理解は、私たちのエンジニアリングに反映され、科学

に裏付けられたより良いスタイルをお客様に提供し、髪質を問わず、毎

日健康でスタイリッシュな髪を楽しんでもらうための製品作りに役立っ

ています。また、私たちにとって、お客様のスタイリング習慣や意識、髪

のダメージに対する認識や予防方法などを深く理解することも重要で

す。

さらなる理解と今後の技術開発を強化するため、ダイソンはグローバル

ヘア調査を実施しました。この調査は、アメリカ、カナダ、イギリス、アイ

ルランド、フランス、イタリア、スペイン、ドイツ、スイス、オーストリア、

スウェーデン、ロシア、トルコ、オーストラリア、中国本土、香港特別行

政区、台湾地域、日本、韓国、シンガポール、マレーシア、タイ、ベトナム

の23のマーケットにおけるヘアスタイルに対する認識、習慣、意識につ

いて調査したものです。

私たちは、サイエンスとビューティーの架け橋として信頼される存在に

なることを目指し、ヘアサイエンスの専門知識を活かして、世界中で拡

大する髪の悩みに応えていきます。



頭髪は1 年間に約11km 伸びます。

平均的な人間の頭には、8 万本から15 万本の

毛髪があります。髪の毛は、体の中で骨髄に次いで

2 番目に早く成長する組織です。

髪に関するいくつかの事実
ご存知でしたか?

アジア人の髪の毛は、

欧米人の髪の毛よりもかたい。

アジア人の髪は、西洋人の髪よりもかたく、髪の1 本1 本が

太いので、スタイルが崩れにくい傾向がありますが、縮れ毛が

出やすく、スタイリングがしにくいということがあります。

過度な熱は、髪の中のケラチンの

形状を変化させます。

150°Cを超えると、αケラチンは徐々にβケラチンに変化し、

時間の経過とともに髪が弱くなり、弾力性がなくなります。

アジア人の髪 欧米人の髪

髪の毛一本一本には、神経、血液、筋肉

が備わっています。

1 本の髪の毛は最大2kg の重さを支えることができます。髪は

頭皮から離れた時点で死んでおり、一度傷むと治りません。

男性と女性の髪に違いはありません。

同じ成長サイクルと構造を持っています。

ただし、抜け毛の発生率は異なる場合があります。

ツヤのある髪は健康な髪です。

健康な毛髪は光を反射しやすく、傷んだ毛髪は

毛穴が光を散乱させ、輝きが失われます。



以下のデータは、ダイソン以外のヘアケア製品を使用している人を対象に、イギリスで実施した調査から得られました。

2週間、

57人の女性を調査

ヘアドライヤーの使用方法

ヘアドライの最中に、
乾かし方を調整するため（人間工学）

平均して15回の角度変更

ヘアドライに20分
予想所要時間の30分より短い

ヘアドライヤーの重さによる

負担を感じるまで5秒以内

やりにくい部分：頭の後ろ

この部分に40％の時間を費やし、滑らかな仕上がりを目指す

39%が髪を濡らしてやり直す

面倒なルーティンの後

58%があきらめて髪をポニーテールにした

これは、女性が従来のドライヤーで髪を乾かしたり、スタイリングしたりする際に苦労していることを表しています。

ヘアドライをより速く、より効率的に、そして人間工学に基づいたより扱いやすいソリューションが求められています。

ブラシストロークの

平均数:

225

髪のセクション分けの

平均数：

12

1セクションあたりのヘアドライ

ヤーの平均通過回数：

4

1通過あたりの

平均速度：

1.3秒/cm

ヘアドライに関する知見
髪を乾かす習慣に関する研究

ヘアドライヤーから髪の

平均距離:

0.5cm



ヘアダメージとは、キューティクルの損傷のことです。

キューティクルは、髪の中心部にあるコルテックスを

守るシールドのようなものです。

ですから、髪が切れたり、縮れたり、くすんだりするのは、

髪のシールドが傷んでいるからなのです。

キューティクル

道具や、化学的なダメージ

からの保護

―――――――――――

光を反射して髪にツヤを

与える

ヘアダメージとは？

コルテックス

髪に強度と弾力性と

色を与える



ダイソングローバルヘア調査の結果は、主に３つに分類されています。

ダイソングローバルヘア調査のハイライト
髪に関する習慣や意識をグローバルに理解する



ダイソングローバルヘア調査のハイライト
髪に関する認識と髪の健康についての誤解

ダイソングローバルヘア調査で、お客様のダメージヘアに対する誤解が明らかになりました。

世界的に見ると、自分の髪はダメージを受けているという回答が大半を占めていますが、同時に

健康な髪であるという見解も見られました。しかし、ダメージヘアは見た目にはわからないもの

で、熱や使用する道具によるものや、ケミカルダメージの影響は現れるまでに数カ月かかること

もあります。

髪のダメージがいかに取り返しのつかないものであるかということに対する知識の不足と、

予防策を立てることへの緊急性の低さが懸念されます。

10人に7人が「髪が傷んでいる」と回答し、「フケ」「抜け毛」「白髪」が悩みの上位を占めています。

しかし、これらはダメージに関する悩みではありません。また、全体の67％が、ダメージを受けて

いても、自分の髪は健康であると回答しています。

回答者は、「健康な」髪がどのようなものかを理解しているようで、「ツヤがある（36%）」「滑らか

（29%）」「健康な頭皮（26%）」と表現しています。



世界的に見ると、

10人に7人が自分の髪が

傷んでいると答えています。

頭皮の状態が気になる人

頭皮ケアのために専用の

商品やトリートメントを

購入している人

70%

43%

大多数の人が

「ツヤのある髪は健康な髪」

と感じています。

ツヤ

なめらかさ

健康的な頭皮

やわらかさ

枝毛がない

抜け毛がない

切れ毛がない

弾力性

36%

29%

26%

26%

21%

21%

18%

18%

最も一般的な髪や頭皮の問題は

次のとおりです。

フケ

抜け毛

白髪

脂っぽい/油っぽい髪

髪の乾燥

頭皮のかゆみ、乾燥

枝毛

ボリューム不足

薄毛

縮れやすい

敏感な頭皮

30%

28%

23%

22%

21%

21%

20%

18%

18%

15%

15%

全回答者の67%が、髪の毛が痛んでいるにも

かかわらず健康であると回答しています。



ダイソングローバルヘア調査のハイライト
髪に関する認識と髪の健康についての誤解

洗いすぎに注意：

ダイソン グローバルヘア調査では、10人に8人が毎日、または2日に1回髪を洗っていることが

明らかになりました。

パンデミックの期間中、世界中の多くの人々は、あまり複雑でない髪の手入れの習慣を取り入れ

ていました。しかし、洗髪やスタイリングのための製品を定期的に使用するなど、髪のメンテナン

スは優先されていました。これは、スタイルと髪の健康を両立させたいという願望があることを

示唆しています。

世界の10人に6人は、パンデミックの影響でヘアスタイリングの回数を減らしたり（17％）、ヘア

ケア製品の使用を減らしたり（9％）と、髪に関する習慣を変えました。

しかし、基本的な髪の手入れやスタイリングには引き続き熱心に取り組んでいます。10人に8人

が少なくとも2日に1回は髪を洗っています。ヘアホールドスプレー、保湿剤、ツヤ出し剤、標準的

なコンディショナーは、週に3〜4回使用されています。



若者層（18-29歳）は、

ヘアセラム／オイルを

使用する傾向があります。

世界的には、ヘア製品は週に平均3〜4回

使用されています。

ほとんどの製品はスタイリング前に

使用されます。スタイリング後は、

ヘアスプレーやツヤ出し剤を

使用するのが一般的です。

アジア太平洋地域では、他の地域と比

較して、スタイリング後にカールキー

プ剤を使用することがより一般的です。

最も使用されるヘア製品は：

一般的なコンディショナー 47%

ヘアセラム/オイル 43%

ヘアホールド製品 39%

ヘアホールドスプレー

保湿製品

ツヤ出し剤

一般的なコンディショナー

70%

70%

69%

68%



10人に8人が毎日または2日ごとに

髪を洗っています。

アジア太平洋地域では夜に、アメリカでは朝

によく洗髪をしています。

世界的にストレートスタイ

ルが好まれ、次にアメリカ 、

アジア太平洋地域で、

真ん中／サイドで分け目を

つけるスタイルが

好まれています。

10人に6人がパンデミックの間にスタイリングの

習慣が変わったと答えていますが、

20%は現在、元のルーティンに戻っています。

アメリカ

欧州・中東・アフリカ地域

アジア太平洋地域

ヘアドライヤーは、

世界中で使用されている

最も一般的な

ヘアツールです。

76%

世界中で最も多いヘアスタイリングの理由は、

以下の通りです。

若者層（18-29歳）は、コロナ渦にヘアスタイリングの習慣に変
化があったが、今はいつものルーティンに戻っていると回答
（20％）。他の年齢層（30-44歳、45-59歳、60歳以上）と比較し
て、彼らは洗髪回数が少なく（14％）、スタイリング回数も少ない
（23％）ですが、ヘア製品を多く使っている（6％）ことがわかりま
した。

ビーチウェイブ

コームバックヘア

まとめ髪/アップスタイル/
お団子/三つ編み

完全なストレート

髪の分け目を作る (真ん中/サイド)）

ストレートパーマ/ナチュラルストレート

19%

21%

21%

22%

31%

36%

友達に会う、遊びに行く

出勤

外出

乾かした後/乾かしている間にスタイリングする
習慣がある

ビデオ通話/
オンラインミーティング

気分で

33%

33%

29%

27%

15%

13%



ダイソングローバルヘア調査のハイライト
男性のヘアケア

男性は女性とは異なるスタイルと髪のケアをします。

ヘアスタイリングに家電製品を使う男性は少ないですが、使う人は頻度が高く、熱によるダメージ

をあまり気にしていないようです。

男性は、女性よりも毎日髪を洗う人が多く（49％ vs 32％）、特に朝、洗髪する人が多い（38％ vs

33％）。また、朝のルーティンとしてヘアスタイルを整えることもあるようです。男性は、女性ほど

凝ったヘアスタイルにはしないかもしれませんが、自分に合ったヘアスタイルに一貫してこだわり

を持っています。実用的で役に立つ家電製品があれば、それを使い続けるでしょう。

ヘアスタイリング用の家電製品については、女性に比べて男性の方が一人で使用する割合は少な

い（49％ vs 63％）ことがわかりました。



男性は女性よりも毎日、特に朝に髪を洗う

傾向があります。

ヘアケア家電をパートナー

に贈るのは男性の方が多い。

男性のヘアスタイリングルーティンは、

天候やパンデミックの影響を

受けにくいようです。

髪の傷みについてもあまり

心配していないようです。

ヘアケア製品や家電製品を使用している

と答えた男性はほとんどいませんでした。

家電製品を自分一人で使うことが少なく、

誰かのものを使うことが多いようです。

男性は「スタイリング後」（48％）、女性は

「スタイリング前」（83％）に熱対策製品を

使用する割合が高い。

83%
48%



主な成果

ダイソングローバルヘ

ア調査で、フケ、抜け

毛、白髪、脂っぽい髪

など、ダメージヘアに

対する消費者の誤解

が明らかになりました。

ツヤのある髪は健康：

ダイソングローバルヘ

ア調査で、多くの人が

髪の健康状態を表す

ものとして、ツヤを挙

げていることが明らか

になりました。

ダイソンのヘアサイエ

ンティストは、髪の洗

いすぎに注意するよ

う呼びかけています。

パンデミック後のスタ

イリングの憂鬱を払拭

するお客様：

ダイソンは、10人に6

人のお客様が自宅で

のスタイリング習慣を

変化させた一方で、

20％がパンデミック

前のルーティンに戻り

つつあることを明らか

にしました。

ダイソングローバルヘ

ア調査で、男性は女性

とは異なるヘアスタイ

ルとケアを行い、ダ

メージをあまり気にし

ていないことが分かり

ました。

ダイソングローバルヘア調査から得られた主な知見



ダイソングローバルヘア調査

で、フケ、抜け毛、白髪、脂っぽ

い髪など、ダメージヘアに対す

る消費者の誤解が明らかに

なりました。

「フケ、抜け毛、白髪はダメージではなく、頭皮と髪の成長の悩みです。髪のダメージとは、髪の

キューティクルやコルテックスが破壊されることで、髪が縮れたり、くすんだり、切れたりする

ことを指します。

健康な髪になるための最善の方法は、予防とダメージの原因となるものに触れる機会を最小

限に抑えることです。髪を弱くし、切れ毛や枝毛を発生させやすくする過度な熱もその原因の

ひとつです」

ロブスミス

ダイソンシニアプリンシパル

ヘアサイエンティスト

毛髪に関する認識への専門家の見解



ダイソンのヘアサイエンティス

トは、髪の洗いすぎに注意す

るよう呼びかけています。

「髪を洗う頻度は、髪質、活動レベル、環境などによって異なります。洗髪のしすぎは、頭皮の皮

脂を奪い、髪をパサつかせてしまいます。

一般的に、髪や頭皮の脂分が多いほど、洗髪の頻度を増やすとよいでしょう。直毛の方は油分

が多いため、髪がぺったりしやすく、ウェーブやカール、縮れ毛は油分を吸収するため、洗う回

数が少なくて済みます。

頭皮にやさしく、自分の髪質に合ったシャンプーを使いましょう。 環境汚染と紫外線の組み合

わせは、髪のダメージを増加させる原因となります。」

ロブスミス

ダイソンシニアプリンシパル

ヘアサイエンティスト

毛髪に関する認識への専門家の見解



ツヤのある髪は健康：

ダイソングローバルヘア調査

で、多くの人が髪の健康状態を

表すものとして、ツヤを挙げて

いることが明らかになりまし

た。

「お客様が健康な髪に求めるのは、ツヤとなめらかさです。健康な髪は光を反射しますが、過度

の熱は髪にダメージを与え、髪の内部に小さな毛穴を出現させ、くすんで見えるようになります。

髪が傷むと、髪の水分バランスが崩れ、スタイルの維持に問題が生じてきます。そのため、私た

ちは製品にインテリジェント・ヒートコントロールを搭載し、過度な熱によるダメージを防ぎ、

髪本来の輝きと水分バランスを守るよう設計しました」

ロブスミス

ダイソンシニアプリンシパル

ヘアサイエンティスト

毛髪に関する認識への専門家の見解



ダイソンは、10人に6人の

お客様が自宅での

スタイリングルーティンを

変化させた一方で、

20％がパンデミック前の

ルーティンに戻りつつあるこ

とを明らかにしました。

「パンデミックは、セルフケアとシンプルなヘアスタイルを推奨し、それに伴い髪の健康状態も

改善されました。過度な熱にさらされることが少なくなった結果、スタイリングツールのヘビー

ユーザーは、自分の髪が健康的に変化していることに気づいたかもしれません。そして今、彼

らはこの改善された髪の健康、外観、手触りを維持したいと願ってます」

ロブスミス

ダイソンシニアプリンシパル

ヘアサイエンティスト

毛髪に関する認識への専門家の見解



ダイソングローバルヘア調査

によると、男性は女性とは異な

るヘアスタイルとケアを行い、

ダメージをあまり気にして

いないことが判明しました。

「男性の場合、タオルで髪を乾かすときに勢いよく乾かす傾向があるようです。これは、髪を強

く引っ張りすぎて、髪を弱らせ、傷める原因になります」

ロブスミス

ダイソンシニアプリンシパル

ヘアサイエンティスト

毛髪に関する認識への専門家の見解



ダイソングローバルヘア調査

によると、お客様は髪に栄養を

与えることを望んでいること

がわかりました。

コンディショナーは、最も使用

されているヘアプロダクトで、

全地域で約半数の回答者が

使用しています。

「コンディショナーは、髪を潤わせて、髪の表面のなめらかな仕上がりを維持する働きがありま

す。櫛でとかしたり、スタイリングするときに、髪に与えるダメージが少なくなります。また、髪

の束が折れることも少なくなります。一般的には、髪のまとまりを良くし、浮き毛などのトラブ

ルを軽減してくれる効果があります」

ロブスミス

ダイソンシニアプリンシパル

ヘアサイエンティスト

毛髪に関する認識への専門家の見解


